
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成２１年 
１０月１７日

第１８号 

刃 

発発行行      

能能代代ババイイパパスス黒黒松松友友のの会会  事事務務局局 

平成 21 年６月 11 日 北羽新報 

６月１３日、１４日に行われた春の合同剪定会は、初日に少し雨がぱらつきましたが、その後はお天

気にも恵まれ、２日間で延べ１０５名（初日７９名、２日目２６名）の方に参加いただきました！！ 

～新会員の方々による自己紹介～ 

（写真左から）小野寺修さん、 

小林吉三郎さん、浅野喜市さん、 

杉山康男さん 



 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21 年 8 月 8 日 北羽新報平成 21 年 8 月 5 日 北羽新報 

８月６日、国道７号と上町商店街において「のしろまち灯り・夏」が開催されました。 

今年は、国道７号（港湾道路入口～豊祥岱交差点間）道路両側の黒松沿いに田楽２００本を設置。 

夜になると風景が一転し、通りを照らすろうそくのほのかな灯りが、お祭りの雰囲気をもりあげました。

旧二小で行われた製作作業。木の組み立て→和紙への下書き→ロウ書き→貼り付け→色塗り→ロウソ

ク台固定などなど様々な作業がありました。幼稚園・小学生・高校生の体験学習やすみれ会の皆様も

参加していただき、約１００基を新たに製作しました。 

～黒松の香りろうそく～ 

～松やスギの香りの 

アロマジェル～

 剪定した松葉が、木高研

が製作したアロマジェ

ルや、廃油に松葉の製油

を加えた香りロウソク

に 生 ま れ 変 わ り ま し

た!! 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～今年２月、黒松友の会の会員である工藤梅子さんが、千葉県へ引っ越しのため多くの方々に惜しまれ

ながら退会されました。これは、いつも明るく優しい梅子さんへ、川村四朗さんより宛てられたお手紙

です。黒松友の会というボランティアサポート活動の中で、会員のみなさまの心の通った人間味のある、

さらりとした交流のドラマがあったことを紹介させていただきます～

【随筆】夫婦の絆  
         工藤梅子 

 
人だからつまずく 

怪我は、ないか 

踏みつけられは、しないか 

刻々と進む、時代の流れの中で、 

やがて、傷口は、凝視し 

再起したとき 

周りは、以前と変わらぬ 

歩調の合う 

未知の人達に、出逢う 
 

会報のしろ黒松 第６号より

投 稿 
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新年会 

平成２１年３月１６日、能代市木の学校 展示室にお

いて、『黒松友の会 総会』が開催されました。会員２

３名の参加のもと、２０年度 活動経過の報告や２１

年度 活動予定についての確認を行いました。 

 黒松友の会 総会 
平成２０年度 

今年も、秋のレクリェーションの季節がやってまいりました！ 

グランドゴルフで運動した後は、お風呂で汗を流し、みんなで昼食を食べながら 

会員の皆さんで親睦を深めましょう！ （事務局へ 10/20(火)まで！） 

平成２１年１月１５日、会員２３名参加のもと、アリナスにおいて

『黒松友の会 新年会』が開催されました。アリーナでユニカールや

卓球など、スポーツを存分に楽しんだ後、温泉で汗を流しました。そ

の後、ミーティングルームに場所を移し懇親会が開かれ、賑やかな

ひとときとなりました。 

１．日 時：１０月２６日（月）午前１０時～午後２時頃 

２．場 所：グランドゴルフ場「ゆめっぴぃ」 （三種町ゆめろん内） 

３．会 費：２，５００円（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ,入浴,食事,飲み物１本,送迎ﾊﾞｽ有り）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎松くい虫対策について◎ 

～先日の講習会でも松食い虫対策に関する質問がいくつかありましたので、今回は大塚講師監修

のもと、松くい虫対策についてまとめてみました。ご家庭での対策時に参考にしてください。～ 

松くい虫被害は、「マツノザイセンチュウ※」という体長１

mm にも満たない線虫がマツの樹体内に入り込むことで起こ

ります。その線虫をマツからマツに運ぶのが「マツノマダラカミ

キリ」というカマキリ虫です。 

そのため、松くい虫防除は、運び屋であるマツノマダラカミ

キリを駆除することが重要となります！！ 

※松の宿敵！ 

ﾏﾂﾉｻﾞｲｾﾝﾁｭｳ

 ↓ ↓ ↓ 

●松くい虫被害発生のメカニズム● 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘが樹皮

を食べる時に、ｶﾏｷﾘ

の体内からはい出し

たﾏﾂﾉｻﾞｲｾﾝﾁｭｳが樹

体内に侵入。 

樹体内でﾏﾂﾉｻﾞｲｾﾝﾁ

ｭｳが増殖し、松が衰

弱してくる。 

衰弱した松にﾏﾂﾉﾏ

ﾀﾞﾗｶﾐｷﾘが産卵。 

樹皮下のｶﾏｷﾘの蛹

室周辺にﾏﾂﾉｻﾞｲｾ

ﾝﾁｭｳが集まり、ｶﾏ

ｷﾘの羽化時にｶﾏｷ

ﾘに乗り移る。 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘが羽

化・脱出。ﾏﾂﾉｻﾞｲ

ｾﾝﾁｭｳを運ぶ。 

夏 春秋 冬

能代市の場合は、下記のように広報や新聞で散布時期のお知

らせがあるので、ぜひチェックしてみてください。（例年６月

下旬～７月中旬のようです） 

薬剤（マツグリ

ーン液剤２）を

散布。 

※10 倍希釈 

約 

20 日後 

もう一度、薬

剤（マツグリー

ン液剤２）を散

布すると、さ

らに効果的!! 

発 生 最盛期 産 卵 越 冬 羽 化 

●散布時期を逃さず、散布むらのないよう

散布することが重要です！！ 

●散布の際はマスクを着用し、作業後はう

がい・洗眼をしましょう。 

↑マツグリーン液剤２ 

広報のしろ 21.6.10 発行



● 朝晩すっかり寒くなってきましたが、皆さん体調は崩されていませんか？ 

きれいな黒松並木を保つためには、何よりも皆さんの「健康」が第一です！ 

体調と相談しつつ、今後も楽しく剪定していきましょう。 

（でも体調がすぐれない時は、無理をしない事も重要です。） 

 

● 今回も、会員の方からの投稿を掲載させていただきました。（投稿ありがとうございました！） 

会報は年１回発行（秋頃）をメドとさせていただいており、せっかくの投稿をすぐ皆さんの元に 

お届けすることができず申し訳ありません。何卒ご了承ください。 

今後も、皆さんからの投稿を随時お待ちしております！ 

（ネタは黒松以外の事でもどんな事でもＯＫです。文章に限らず写真などでも。） 

 
 
 
 
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 

 

編集後記 

～平成 20 年度 秋の合同剪定会以降に入会された皆さまをご紹介いたします～ 

No.152 小野寺 修 さん

住所 山形県酒田市飛鳥 

No.153 杉山 康男 さん

住所 秋田市将軍野堰越 

No.154 渡部 邦子 さん 

住所 能代市落合下前田 

No.155 小林 吉三郎 さん

住所  二ツ井町上山崎 

No.156 浅野 喜市 さん

住所 能代市鳥小屋 

No.158 佐藤 博さん 

住所 能代市出戸本町 

No.159 菊池 聡さん 

住所 二ツ井町荷上場字町館

No.160  安宅 滋さん 

住所 能代市槐 

先日、八峰町の町道で松の剪定中、車道にはみ出した脚立にバイクが接触するという事故

がありました。(新聞報道より) 国道７号バイパスは車の通行量が特に多い区間ですので、

くれぐれも安全に注意し、事故のないよう作業しましょう！ 

作業は「安全第一」で！！ 

No.151 齊藤 正子 さん 

住所 能代市二ツ井町下野 

No.161  牧野 文治さん 

住所 三種町鹿渡 

◆脚立の足は、車道に絶対にハミ出さない！ 

◆脚立は、上から４段目以下の段を使用する。 

◆脚立以外のものを踏み台にしない。(例：ビール箱など。)  

◆国道を歩いて横断しない！ 

◆高い所の枝や、道路側に伸びている枝など、 

剪定するのが危険な場合は無理をしない。 

（そんな場合は事務局までご相談ください。） 

 新会員の皆さん、これから一緒に 

楽しく剪定していきましょう！！ 

脚立 

ここは使わない 


